
艦
り
大
会

天

道

、
下

古

屋

共

催

で

！

八
月
二
日
（土
）、
梅
雨
も
明
け
絶
好
の
盆
踊
り
日
和
、
午
後
六
時
三
十
分
、
お
い
で
ん
の
曲
と

天
道
、
下
古
屋
太
鼓
連
の
少
年
、
少
女
の
打
ち
鳴
ら
　
　
鼓
で
踊
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

七
時
に
実
行
委
員
長
、
来
賓
の
挨
拶
で
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
え
ヽ
い
よ
い
よ
踊
り
も
本
番
。

休
憩
時
に
は
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、
輸
投
げ
、
水
風
船
、
串
焼
き
、
だ
ん
ご
等
。
子
供

会
、
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
、
天
道
松
茸
会
等
の
皆
さ
ん
の
行
う
夜
店
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
お
楽
し
み
抽
選
会

（か
ら
く
じ
な
し
）
と
賑
や
か
な
中
で
九
時
閣
会
。

や
ぐ
ら
造
り
に
早
朝
五
時
に
、
そ
し
て
撤
去
に
午
後
九
時
か
ら
と
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
で
盛
大
に
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さすが民謡クラブ、うまい !

お楽しみ抽選会
“
わ―い
"

当たつた―!
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☆ ☆ ☆

でれきつ岳, 七
月
二
十
六
日
と
よ
た
お
い
で
ん
ま
つ
り
に
丼
郷
連
で
約
二
〇
〇
余
名
の
皆
さ
ん
が
、

デ
イ
ス
コ
調
、
民
謡
調
そ
れ
ぞ
れ
に
参
加
し
、
デ
ィ
ス
コ
調
に
続
い
て
民
謡
調
が
行
進
し

て
行
く
姿
は
華
麗
で
盛
大
で
し
た
。
今
年
の
お
ど
り
場
所
は
竹
生
通
り
を
、
鈴
彦
書
店
前

か
ら
北

へ
と
進
み
崇
化
館
交
流
館
前
で
午
後
九
時
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

魯

」畳

い
・

盆
踊
り
大
会
協
替
番

（
敬

称

聡

）

四
郷
本
町
発
展
会

天
道
商
工
発
展
会
、

井
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
、

斎
藤
病
院

（有
）
杉
金

豊
田
北
郵
便
局
長
、

四
郷
小
学
校
長
、

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
豊
田
、

愛
知
ト
ヨ
タ

（株
）

朝
起
き
会
、

浦
野
酒
造

（合
資
）
、

内
浜
化
成

（株
）、

名
古
屋
ト
ヨ
ペ
ッ
ト

（株
）、

豊
田
信
用
金
庫

豊
田
北
消
防
署

イ
マ
イ
商
事

（株
）

（株
）
近
藤
商
事

（株
）
満
清

ち
ご
の
日
青
木
会
館

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

男性も張り切る

ディスコ調

浴衣姿も艶やか

民 講  調



一　

）

環

境

業

化

の

日

今
年
か
ら
内
浜
化
成
（株
）社
員
も
争
加

六
月
八
日

（日
）
、
環
境
美
化
の
日
、
午
前
九
時
か
ら
区
長
の
挨
拶

に
続
い
て
約
二
十
分
間
、
北
消
防
署
の
指
導
で
初
期
消
火
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
組
ご
と
に
分
か
れ
て
清
掃
作
業
に
は
い
り
ま
し
た
。

御
鍬
山
の
作
業
で
は
、
自
治
区
の
皆
さ
ん
と
、
ジ

ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

に
加
え
て
、
今
年
度
か
ら
内
浜
化
成

（株
）
か
ら

一
〇
名
の
若
い
従

業
員
が
参
加
、
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

公民館広場
の草取り

塞

髪

努

切

三
〇
〇
余
人
が
七
産
争
り

か
賄
僻
鴨
翔
雄
桁
巾
約
脇
篠
従
義
”
却
抑
ｆ
靖

江
戸
時
代
に
疫
病
が
蔓
延
し
た
と
き
に
、
神
に

お
願
い
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
こ
と
が
今
も
続

け
ら
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

午
後
七
時
か
ら
、
上
原
、
天
道
、
井
上
、
高

町
、
下
古
屋
の
五
自
治
区
の
氏
子
、
三
〇
〇
余

人
で
に
ぎ
や
か
に
七
度
参
り
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
人
時
終
了
。

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
ユ
静
間
で

七
月
二
十
日
、
井
郷
地
区
子

供
会
球
技
大
会
の
フ
ッ
ト
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
部
門
で
低
学
年

（男
）
と
女
子
の
こ
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。

高
学
年
（男
）
チ
ー
ム
は
ほ

し
く
も
準
優
勝
で
し
た
。

優
勝
し
た
ニ
チ
ー
ム
は
十

二
月
七
日
に
行
わ
れ
る
豊
田

市
子
供
連
盟
主
催
の
フ
ッ
ト

ミ
ニ
ナ

ツ
カ
ー
の
部
に
出
場

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

3

にぎわう人権神社

優
勝
の
ト

ロ
フ
ィ
ー



敬
老
会

九
月
十
四
日
（日
）、
区
主
催
の
敬

会
を
子
供
会
、
女
性
会
、
福
社
委
員
の

協
力
を
得
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

ご
招
待
者
は
昭
和
四
年
生
れ
以
前
の

と
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
、
男
性
二
十
二
名
、
女
性
〓

十
六
名
の
計
六
十
人
名
と
な
っ
て
い

ご
長
寿
を
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

区
民
大
運
動
会

今
年
は
、
十
月
十
人
日

（土
）
、
公
民

館
広
場
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
今
年
も
盛
大

に
開
催
い
た
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

近
日
中
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
各

組
長
か
ら
参
加
の
お
願
い
を
い
た
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

原
稿
が
集
ま
ら
ず
内
容
が
乏
し
い

も
の
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

地
域
で
め
ず
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ

り
ま
し
た
ら
写
真
と
説
明
を
沿
え
て

編
集
部

（区
公
民
館
）
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

発
行
　
豊
田
市
下
古
屋
自
治
区

編
集
　
自
治
区
広
報
部

八
柱
神
社
の
例
大

十
月
十
二
日
は
四
郷
人
柱
神
社
の
例

大
祭
の
日
で
す
。

今
年
も
例
年
に
増
し
て
盛
大
に
行
い

た
い
と
お
も
い
ま
す
。

例
年
の
よ
う
に
、
祭
礼
費
、
余
興
費

の
ご
寄
付
を
募
り
た
く
皆
様
方
の
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

集
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
組
長
が
九

月
末
日
ま
で
に
各
戸
に
お
願
い
に
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

八
柱
神
社
拝
殿
の
改

八
柱
神
社
の
お
拝
殿
が
老
朽
化
が
激

し
く
雨
漏
り
が
し
、
改
築
が
必
要
と
な
つ

て
き
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
建
設
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
神

社
総
代
、
神
社
係
と
も
協
議
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。

決
定
次
第
、
氏
子
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

八柱神社のお拝殿




